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 １年間の学級経営を左右する重要な月となる６月になりました。 

 楽しい学級・学校づくりのために 第 41号(平成 24年６月５日発行)で取り上げましたが， 

高知市の小学校・中学校ともに，前月に比べて 30日以上の欠席児童生徒数が増加するのは， 

６月です。また，少年補導センターの街頭補導者数の増加やパワーアップシートの提出率が 

落ち込むなど，生徒指導や学力面が気になるのもこの時期です。そこで今回は重要ポイント 

となる６月の取り組みについて紹介します。 

 

Ｑ－ＵＱ－ＵＱ－ＵＱ－Ｕやあったかアンケートのやあったかアンケートのやあったかアンケートのやあったかアンケートの結果結果結果結果をもとにをもとにをもとにをもとに    

    

 

６月はなかだるみする時期です。体も心もお疲れモードになっています。そんなときに担任の先生

にじっくり話を聴いてもらうと，児童生徒にとって，先生は自分を見てくれているという安心感がう

まれます。原則として，全員を面談対象とし，Q-U やあったかアンケートの結果も参考に，丁寧に

話を聴きましょう。 

特特特特にににに丁寧丁寧丁寧丁寧にににに話話話話をををを聴聴聴聴いていていていてほしいほしいほしいほしい児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒    

☆☆☆☆    QQQQ－－－－UUUU のののの場合場合場合場合        学級満足度尺度「いごこちのよいクラスにするためのアンケート」の結果から 

 

 

 

 

 

    

☆☆☆☆    あったかアンケートのあったかアンケートのあったかアンケートのあったかアンケートの場合場合場合場合     「自分らしさアンケート」の自己信頼感自己信頼感自己信頼感自己信頼感の結果から 

 

    

    

    

    

小学校「自分らしさアンケート」自己信頼感
の質問項目 

５ わたしは，自分が大切な人だと思う。 
６ わたしは，自分の性格が好きだ。 
７ わたしは，自分らしさを大切にしている。 
８ わたしは，自分のことが好きだ。 

中学校「自分らしさアンケート」自己信頼感の質問項目 

１ 私は，自分が言っていることは，正しいと思う。 

２ 私は，自分のことが好きである。 

３ 私は，つらいことがあっても，強く生きていけると思う。

４ 私は，自分には自信の持てるところがあると思う。 

５ 私は，周りの人の役に立っていると感じる。 

新たな不登校を生まないために ～６月は重要ポイント！～ 

小学校は， 

⑧ぼう力をふるわれる 

⑩ひとりぼっちでいる 

⑫ムシされている 

で「４」をつけた児童 

中学校は， 

⑪無視される 

⑭悪ふざけをされる 

⑲学校に行きたくない 

で「５」「４」をつけた生徒 

小学校は ⑤⑤⑤⑤    ⑥⑥⑥⑥    ⑦⑦⑦⑦    ⑧⑧⑧⑧  

に「１」をつけている児童 

中学校は ①①①①    ②②②②    ③③③③    ④④④④    ⑤⑤⑤⑤  

に「１」をつけている生徒 

自己信頼感とは， 

自分が自分を信頼し，今のあ

りのままの自分でよいのだ

と思うことができる感覚。 

 

 



楽しい学級・学校づくりのために 第 46号            （平成 25 年６月３日発行） 

 

☆ ☆ ☆    傾聴傾聴傾聴傾聴のポイントのポイントのポイントのポイント    ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆  

①①①①    余計余計余計余計なことをなことをなことをなことを言言言言わないわないわないわない    

        話を聴くときに，励ましモードに入らないで，「どのように気持ちに寄り添って聴くか」が重要。 

②②②②    わかろうとせよわかろうとせよわかろうとせよわかろうとせよ    

        アドバイスよりも，まず児童生徒の「気持ちをわかってほしい」という思いを聴き取る。 

③③③③    意識意識意識意識してほしいことしてほしいことしてほしいことしてほしいこと    

・ 児童生徒の顔をきちんと見て話を聴く。 

・ 児童生徒が話している間は，口を挟まないで，話し終わるまで待つ。 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆  

 

    

    

■■■■    学級学級学級学級ののののルールをしっかりルールをしっかりルールをしっかりルールをしっかり定着定着定着定着させようさせようさせようさせよう。。。。    

(1) 授業ルール…休み時間と授業のけじめをつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) コミュニケーションルール…安心して過ごせる環境をつくる。 

 

 

 

 

 

 

    

■■■■    リレーションをリレーションをリレーションをリレーションを形成形成形成形成しようしようしようしよう。。。。    

  お互いを認め合う場面を設定する。 

 

 

 

 

 

～「場面」が変われば，「ことば」も変わる～ 

チャイムは場面転換の絶好の合図。私的おしゃべりをする

「友だちことば」から改まった「学習ことば」に，モード

の切り替えを。 

加藤昌男(2009)先生にこそ磨いてほしい「ことばの伝達力」NHK 出版 

① 傾聴する…どんな聴き方が気持ちのよい話の聴き方かを体験する。 

② 相手を傷つけない自己主張 

③ 発言の機会均等…挙手していない子にも意見がある。列指名や相互指名，輪になる等

の全員が参加できる工夫を。 

赤坂真二(2011)教室に安心感をつくる 月刊学校教育相談 2011 年 1 月増刊号 ほんの森出版 

運動会や修学旅行・職場体験学習などの行事後は，作文などを書く方法

で，個人での成長の跡を振り返り，次の行事へのつなぎとしましょう。 

さらにあったかプログラムの「いいところ探し」や「言葉の写真」，「君

はどこかでヒーロー」などを使って，学級の中でお互いのよさを認め合い

ましょう。 

連絡先：高知市教育研究所教育相談班（TEL:088-832-4498・4497） 
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